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緒 言

CTス キャナはEMI社 が1972年 に開発 してか ら

その普及はめざましく我が国でも国産化が進められ

頭部用CTス キャナが1975年10月 に完成している11

CTス キ ャナの出現により脳疾患の診断率が著明に

高まったとBaker2)も 報告している.我 々の使用 し

ているACTA0100型 は画像再構成にコンボリューシ

ョン法を採用 してお り,デ ータ収集完了直後に画像

を表示出来 るようにしたのを始め,被 検体の周囲に

水槽を置く必要がないという特性を有し撮影領域 も

直径24cm及 び48cmの2種 とし,世 界最初の全身

用CTス キャナ3,である.岡 山大学医学部附属病院

に1976年6月 にACTA0100型 スキャナが設置 され

て以来約1ヶ 年6ヶ 月を経過した上CTス キャナの

詳しい機構上の原理や使用法については此処では触

れないがCTに 含まれる装置について大略は第1報

で述べたが簡単に説明を加 え,更 に我々が使用した

経験からその利点と欠点を検討 しその対策について

も考慮 を加 えた.

Ⅰ　装 置 概 要

1. スキ ャナユニ ット

スキ ャナ 本体 と患 者 を寝 かせ る ベ ッ ドで構 成 され

て お りX線 管 とX線 検 出 器 が 対 向 して 取 付 け られ

1体 とな って並 進 運 動 を行 い,細 く絞 られ たX線 ビ

ー ム(peucil beam)が 患 者 の 横 断 層 面 を ス ラ イスす

る上 一 並 進 運 動 す る と回転 機 構 が(1° 又 は2°)回 転

を行 い その 折 返 し もス キ ャン を行 い 以 後此 れ を180°

繰 返 し断 層 面 上 の180個 の 違 った 角度 か らの透 過X

線量 の デ ー タ ーを 採 取 す る.

2. X線 制 御 器

ス キ ャナ ・ユ ニ ッ トの状 態 表示 とX線 管 の動 作 を

制御 す る.

3. 入 出力 タ イ プ ラ イ タ ー

コ ン ピ ュー タ ー との 対 話 に使 用 し,患 者 コ ー ド,

ス キ ャ ンNo,日 付 な どが 入 力 され る.又 エ ラ ー表

示 や テス ト ・プ ログ ラ ム を実 行 す る場 合 に も使 用 さ

れ る上

4. コ ン ピ コ上一 タ ー ・ユ ニ ッ ト

コン ピ ュー ター,磁 気 デ ィス ク装 置, A/D変 換 器

な ど の電 子 回 路 で 構 成 され るユ ニ ッ トで あ る.

5. ラ イ ン ・プ リン ター

断 層 像 は160×160又 は320×200の マ トリッ クス

で 構成 され て お り,各 々の マ トリックス には0～2047

迄 のACTA No.の う ちの1つ の吸 収 値 が 入 って い
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る。此の装置は各マトリックスがどの様な吸収値を

示すか,数 字でプリントする上此の結果はポラロイ

ドフイルム,又 はブラウン管に表示 されている像と

共に用いられ,よ り精度の高い診断の一助として利

用 されている.

6. ビューイング・ユニット

磁気ディスクや磁気テ-プ に記録 された断層像を

ブラウン管に表示して,診 断に必要なスイッチを操

作 して診断する.そ の他附属のポラロイドカメラに

より撮影 して,デ ーターを保存 してお くことも出来

る.

7. 電動発電機と制御器

電動発電機は,X線 管の出力 リップルを少なくす

るための高周波を発生する.制 御器はその制御を行

う.

8. X線 管冷却装置

9. X線 高圧発生器

X線 管に与える直流の高電圧を発生する.以 上が

大体のCT装 置のユニットであるが極めて複雑であ

り,精 密な装置である.従 って我々は日常此の装置

を使用するにあたり今迄使用 した経験から,保 守点

検,使 用中の トラブル,表 面線量等について検討を

加 えてみたい.

Ⅱ　本装置の特徴

本装置の特徴を我々の経験か ら利点と問題点とに

分けて列記し問題点に対 しては今迄に改良を加えた

点を付け加えた.

A. 本装置の利点

a. 頭部固定に水バッグを使用する必要がなく,

体位並に角度の設定が比較的に容易である.

b. TV画 像 は静止画像であるので見易い

c. TV画 像はカラー表示 が出来るので必要に

応 じて診断に有用な色調を得 ることが出来る.同 時

にポラロイドカメラを用いて,モ ノクロ画像を撮影

出来る.

d. TV画 像 の必要部分を4倍 拡大出来 る.

e. mean, widlhを 任意に設定することが出来

るので目的に応じた吸収値の画像が得 られる.

f. half cord, third cordを 用 いることによ

ってACTANoの 差の大きい部位を同時にdisplay

す ることが出来る.

g. テレタイプは熱感紙を用いているので静か

である.

B. 本装 置の問題点及び改良点

a. 寝 台は頭部に関しては考慮されているが躯

幹部に対しては位置設定時に困難を伴うことがある.

b. 認テ イルテイング部に角度計がない 寝台の

傾斜度を知 ることが出来る様に角度計を我々は設置

した.

c. テイルティング部の角度が±6°迄 しか傾 斜

しないのでスキャンに必要な角度を取 りたい時患者

に体位の変換をさせねばならない.

d. ヘ ッドホルダー(材 質アル ミニウム)の アー

ムが背椎を圧迫 して患者によっては苦痛を訴える場

合がある上

e. シ ヨートスキャン,ロ ングスキャンの相互

の切換が時間もかか り不便である.

f. 回転中心の高 さの指標がない.(指 標ランプ

を取 り付けることによって改良 した)

g. 透過X線 量データーのサンプルタイミング

を決定するフイルムス トリップとマークセンサーが

接触 しマークセンサール塵芥が付着,そ の結果デ-

ター取 り込みのタイ ミングが狂 うことがある.(ガ ラ

スス トリップに交換することにより解決 した)

h. カセ ットテープでプログラムローデ イング

を行 う場合 ローディング時間が5～6分 を必要とす

る(オ ープンテープに変えるにとによつて数秒で行

なえる様になった)

i. MT(マ グネットテープ)に270回 分 のデー

ターを記憶 させるにとが出来るが,読 み出し,巻 き

戻 しに時間がかか り,時には20分 前后を用すること

がある.

j. スキ ャン中はテレタイプからの指令が全 く

行なえなし、 従ってタイムシェアリング方法などを

採用して並行 してdisplayが 出来 る様ににすれば便利

である.

Ⅲ　本装置の設置前に検討すべき事項

CT装 置は従来のX線 撮影装置と異なり, c. p. u.

を始 め種々の精密器機がユニットとして設置されて

いる為にその取 り扱いに対しては充分の配慮がなさ

れねばならず,そ のことがCTス キャンにによる検査

を円滑に進める上でも重要な問題であることは云 う

まで もない 此の意味において,CT装 置 を設置し

ようとすれば,事 前に,空 調設備,装 置の配置,附

属機器の配置,及 び附帯設備等について充分に検討

してお く必要がある.我 々が実際にCT装 置を設置

使用した経験から留意すべき事を列記 してみた.

1. 設置 される室は,操 作室,ス キャナ室機械室
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の3室 に区分して使用するのが適当である.

ⅰ) 操作室はX線 コントロールユニット, MT

ユニ ット, c. p. u.ユ ニ ット,テ レタイプ, MT保

管用整理棚等を設置するためには大体20m2が 必要

である.

ⅱ) スキャナ室は本体 は勿論のこと, CTス キ

ャン施行に際しての点滴注射用の装備や緊急の為の

酸素吸入設備,そ の他の救急処置用具,被 曝防護用

設備等を貝備しておくためには28m2が 必要であら

うと思われる.ⅲ

) 機械室は高圧発生器,高 圧安定器,X線 管

冷却装置等を設置する為には6m2は 必要である上

2. c. p u.冷 却 ファンの音がわずらわしいので

防音対策をたててお く必要がある.

3. 220V交 流電源が必要なので電源対策には充

分考慮を払い電圧の降下等によりてノイズを生 じし

めることは無い様にすべきである.

4. 各ユ ニットの配置,コ ンセント,水 道等の位

置について も事前によく検討しスキャンに伴う作業

がし易い様にせねばならない.

5. 1人 の患者に対 して5～6回 スキャンを行 な

えば40～50分 は検査時間 として必要なので患者が

安心 して検査を受けられる様に壁の色調を考え,照

明も調整出来るものが望ましい.

6. スキ ャン時には機械音がかなり高 くなるので

患者の気分 を和 らげる為にもback ground music

等 を流せる様に配慮してみるのもよいと思われる.

7. スキ ャナ室と機械室は出来るだけ隣接してい

る方が運営上便利である.

8. MTの 保管に際しては保管室の室温,湿 度等

を考慮すると共に,必 要に応じて目的とするMTを

す ぐ取 り出せる様に整理保管に関して も検討を加え

てお く必要がある.

Ⅳ　日常の保守点検

CT装 置運営上の トラブルを最小限にとどめ,常

にペストの状態に保ち,診 断上に支障をきたさない

為には日常の保守点検が必要である.本 院では毎週

土曜 日をCTの 使用休止日と定め,本 装置の保守点

検 日にあて,次 の如き項目について点検を行つてい

る.

1. 各装置の清掃

2. MT装 置 の磁気ヘッド清掃

3. 各装置のネジのゆるみ等の点検

4. 管電圧,管 電流オーパーロー ド安全装置の

点検

5. トランスレーション部への注油

6. ローテーションギャー部への注油

7. 管球位置確認

8. スライス面指示ランプの位置確認と調整

9. ケーブル類のねじれ,磨 粍の点検

10. シヤッター開閉動作の点検

11. トランス レーション時の位相のズレの点検

12. テ レタイプの動作点検

以上12項 目についての保守点検 を厳重に行なえば

日常の使用も円滑におこなえるであろう上それにして

もオペレーターは日頃此の装置によく馴れておき,

僅かの装置の異常にも留意するように心掛けてお く

心要がある.

Fig. 1　 装置別故障発生件数

Fig. 2　 装置別故障の原因及び件数

Ⅴ　装置の故障及び トラブル

昭和51年6月 か ら昭和52年6月 迄の1ヶ 年間に

おける当院CT装 置の故障及び トラブル発生件数を

本体及びコンソール別に分類 し,そ の件数及び原因

を調べへみた. (Fig 1. Fig 2.)
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故障の一番多かったのは本体の装置関係で次いで

c. p. u,で あ った.本 装置の故障及びトラブルを原

因別に検討 を加えてみたところ,ト ランスレーショ

ン関係が一番多く,次 いでノイズの為のICの 動作

不良,基 盤の接触不良の順となる.ト ランスレーシ

ョンの トラブルは, 8件 中6件 迄が昭和51年6月 ～

8月 迄のCT装 置稼動初期の3ヶ 月間に起きている.

此の原因は トランスレーション駆動部のチェーンの

張 り,及 びクラッチが安定しなかつた為で9月 以降

此等に関する故障は起 きていない. 4本 あるチェー

ンの うち,昭 和52年4月 に2本, 5月 に2本 取替 え

た.此 れはチェーンの断線によるものである.次 い

ではノイズの為の誤動作であった上ICに ノイズが乗

り誤動作が起 きた場合は電源をOffの 状態にして5

～10分 間程度経過した後再び電源をOnに するとノ

イズは除かれるが,ロ 一ディングキャリブレイトと

使用の手順に従って操作をや り直す必要がある.

Fig. 3(a)Fig. 3(b)

表. 4. A

Ⅵ 皮 膚表面線量

額部及び腹部の皮膚表面線量を測定することはX

線機器を用いて操作 し診断しようとするものにとつ

ては当然のことである試我々もその意味において検

査部位として頻度の高い上他の部位の表面線量 を計

測した.し かし人体全部の被曝線量を考えた場合は

上記の部位だけで満足すべきでなく線東内の被曝だ
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けでなく散乱線 も含めた線束外の被曝線量を考慮す

ベきは勿論であって此れについて後日発表する予定

である.今 回額部及び腹部の皮膚表面線量を測定 し

た結果は次の如くである.

1. 使用機器

TLD(極 光MSO素 子)

頭部入骨入フアントーム

ボデイ型水フアントーム

2. 測定方法

Fig 3(a)の 如 く,頭部プアントームのOM線 に対

し10°の角度をつけて外耳口から2cm上 にTLD素

子を装置し,そ の線量を120kvp, 15mAで1° 毎に

ショートスキャンを行つた上Fig 3(b)の 如 くボデ イ

型フアントームに垂直に同じくTLD素 子を装置 し,

その線量を120kvp, 15mAで1° 毎にロングスキ ャ

ンを行つた.

3. 結果

各々3回 スキャンを行ない,そ の平均値を求め,

その結果を同心円グラフにて表示 した(Fig

頭部では最大面で約1.1mR,頭 部では2.0mRで

あった.同 じACTA0100型 を用いた弘前大4[の報告で

は管球移動90° の方向が最大で頭部表面で1.1rad,

腹部で1.4radで あったとしているが此れは測定方

法にもよるものと考える.猶CTス キ ャンを施行す

る場合生殖腺線量も考慮すべきであつて,古 賀5)等

は 日立CT-H250 proto-typeを 用いて頭部CTス

キャンの際の生殖腺線量 は0.3mrodの オーダーと

報告 しているが我々がACTA0100型 を用して計測

した場合 も大体同じ様な結果を得ている.

ま と め

オペレーターが装置を作動させるに当つては当然

冷却水,高 圧又はオイルケーブルの点検,各 ユニ ッ

トの正常状態を確認 し更に試動させた水フアントム

を使用してdioplayの 状況を調べることが必要であ

る上又患者,術 者及び装置の保守管理上室温,湿 度

を適温,適 湿にしておかねばな らない.(特 にコンピ

ーター(c . p. u.)は 温度に敏感である)ス キャンを開

始する直前1にもう一度管電圧,管 電流が使用条件に

合つているかどうかを確認する. ACTA0100型 の場

合正確に120KVに 合せる.以 上の操作 を終 り磁気

ディスクや磁気テープ(MT)の 点検 を済 ました上患

者のスキャンを始める.走 査部位の設定等は他の検

査結果を参考にすると共に直接オペレーターがレ線

透視を行って位置 ぎめを行 うのが望ましい.以 上本

装置を設置 して1ヶ 年半を経過したその使用経験に

もとついて装置使用に対する考察を加えた.現 在我

々が使用 しているACTA0100型 は第1世 代に属する

ものであって種々問題点 もあるが本装置の特徴 を充

分に活用し又装置をベス トの状態にして使用し此の

有用な装置 を医学的検索に利用すべきであることは

当然である.

稿 を終えるにあたり種々使用経験から得た重要な助言

を与えて下さった放射線技師,延 原栄太郎,門 久繁文の

両君に謝辞を呈します,
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ABSTRACT

We have previously reported an outline of the ACTA scanner and its usefulness. In this 
report, we intend to present some aspects of the apparatus itself needing improvement and 
also offer our opinion on some points to be borne in mind on the actual use of the scanner.


